
　
10
月
23
日
に
大
通
り
で
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ク
リ

テ
リ
ウ
ム
（
周
回
型
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
に
森
林
公

園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
を
中
心
市

街
地
で
も
開
催
で
き
る
よ
う
（
市
議
会
の
質
問
等
で
）

働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
年
は
23
日
に
日
本
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
ト
ッ
プ
プ
ロ
参
加
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
の
大
通
り
を
コ
ー
ス
と
し
た
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

（
周
回
型
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
を
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
24
日
の
森
林
公
園
で
の
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
両
日
は
す
ば
ら

し
い
感
動
と
興
奮
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
る
と
と
も
に
、
こ
の
日
本
に
誇
れ
る
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
の
ご
観
戦
、
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
自

転
車
利
用
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
先
進
地
視
察
や
勉
強
会
な
ど
を
通
し

て
、
市
執
行
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
「
ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
の
開
催
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
今
後
も
、
「
自
転
車
の
ま
ち
　
う
つ
の

み
や
」
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
「
（
仮
称
）

自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
」
の
素

案
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

総
合
的
に
自
転
車
施
策
を
進
め
る

た
め
、
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
自

転
車
の
利
便
性
の
向
上
・
充
実
を

図
り
、
「
自
転
車
の
ま
ち
　
う
つ

の
み
や
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
下
旬
に
は
、
計
画
の
素
案

が
ま
と
ま
り
、
そ
の
後
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
皆
様
の

声
を
自
由
民
主
党
議
員
会
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
の
声

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
市

執
行
部
へ
の
提
言
な
ど
で
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
自
転
車
の
ま
ち
　
う
つ
の
み

や
」
の
実
現
に
向
け
、
２
つ
の
モ

デ
ル
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
宮
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
市
営
駐
輪
場

の
隣
接
地
に
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
・

休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
自
転
車
の
修
繕

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た
施
設
を

開
設
し
ま
す
。

・
利
用
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後

８
時

・
料
金
　
施
設
設
備
の
利
用
に
つ

い
て
は
無
料
（
イ
ベ
ン
ト
や

各
種
教
室
等
は
有
料
）

・
事
業
期
間
　
今
月
２
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日

■
お
も
て
な
し
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
本
市
を
訪
れ
る
宿
泊
者
を
対
象

と
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル

事
業
。

・
実
施
施
設
　
中
心
市
街
地
周
辺

の
協
力
宿
泊
施
設
（
７
箇
所
）

・
料
金
　
無
料

・
事
業
期
間
　
今
月
15
日
か
ら
１

年
間

　市民の方から本紙をはじめとす
る当会の活動等に関する数多くの
ご意見・ご要望等が寄せられてい
ます。下記にその一部をご紹介し
ます。

◎市民の方からFAX
　「在日外国人が参加できる民
主党代表選は憲法違反」といっ
ている学者もいる。政治資金規
正法が外国人からの寄付受領を
禁じているのは、外国勢力の影
響で日本の政治がゆがめられる
ことを防ぐためである。今回の
代表選は実質的に首相選びに外
国人が加わっており、外国人に
参政権を与えるのと同じではな
いか。こんな選び方をしている
民主党には政権を執る資格はな
い。
◎ 錦地区の自治会の方から手紙
での投書
　御用川が整備されたが、遊歩
道がつながっておらず不便を来
している。

→所管課と協議し、対応するこ
とになりました。

◎手紙での投書（匿名）
・景気低迷ではあるが、活気を取
り戻すべく市独自の景気浮揚策
を行ってもらいたい。
・来年４月には統一地方選がある
が、日頃の議員の活動している
姿がよく見えないので、年に何
回か活動報告を行ってもらいた
い。
・国会や県議会と同じような討論
をせず、市議会は地域に密着し
たものを取り扱い、必要な問題
点を早急に対応してほしい。
・駐屯地は国家国防の要で大事な
施設です。充分に配慮して。
・景気低迷の折、税収が減ってい
る。施設維持管理だけでも経費
がかかることから、新たな施設
は後にしてはどうか。無駄を省
き、景気回復後に実施できるも
のはそのときに。
・外国人参政権や夫婦別姓法案に
は反対です。親子の絆や日本固
有のしきたりが乱されてしまい
ます。

◎手紙での投書（匿名）
　平出工業団地にできる産業廃
棄物施設はいかがなものか。今
回、宇都宮市が周辺住民との話
し合いを義務づけましたが、わ
たし達があれだけ要望した時に、
なぜ議会で対応してくれなかっ
たのか。
　また、路面電車が柳田街道に
走ると市外から来るバスは新４
号線の中には入れないという話
があり、石井街道のバスの本数
は減り、柳田街道だけでなく周
辺の道路も大渋滞になると言っ
ている人がいます。その上、産
業廃棄物の問題が問題化したら
地価が下がると言っている人も
います。
　何とか自民党で検討しなおし
てください。

　「市民の声」に対して、電話の
方の場合は、議員が応対しており
ます。また、文書等の場合、状況
に応じて回答しています。
　今後とも、多くのご意見・ご要
望をお寄せいただきたいと思いま
す。

　宇都宮市では、バス利用者の利便性の向

上や自転車利用者の利用促進を図るため、

バス停への駐輪場（サイクル＆バスライド

用駐輪場）の整備を進めています。

　今年の３月には、鶴田橋バス停付近に、

駐輪場を整備しました。

　この駐輪場には、地元地域でベンチを設

置するなど、より使いやすい駐輪場として、

大変好評で多くの自転車利用者に利用され

ております。



　
―
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
公

共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
と
共
有
で
き
る
よ
う

市
民
説
明
会
の
準
備
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
準

備
状
況
や
日
程
な
ど
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
や
公
共
交
通
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
、
年
度
内
に
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市

内
全
世
帯
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
い
て
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
」
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

き
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

①
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
考
え
方
に
つ
い
て

②
市
街
化
区
域
内
農
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

◆
財
政
問
題
に
つ
い
て

・
投
資
的
経
費
の
積
極
的
な
確

保
に
つ
い
て

◆
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

①
自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
策
定

に
向
け
た
検
討
状
況
に
つ
い
て

②
自
転
車
走
行
空
間
の
確
保
に

つ
い
て

◆
農
業
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

・
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
強

化
に
つ
い
て

◆
宇
都
宮
城
址
公
園
の
整
備
に

つ
い
て

①
土
塁
内
空
間
の
活
用
方
策
と

整
備
見
通
し
に
つ
い
て

②
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
利

用
に
つ
い
て

　
―
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区

に
お
け
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
併
せ

ア
リ
ー
ナ
施
設
も
整
備
し
て
は

ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東

口
地
区
に
お
け
る
立
地
施
設
整

備
の
骨
格
と
な
る
整
備
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
「
広
域
的
な
交

流
を
促
進
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
と
賑
わ
い
拠
点
の
創
造
」
を

新
た
な
目
標
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
公
共
の
具
体
的

な
中
枢
機
能
と
し
て
、
会
議
中

心
型
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

が
最
有
力
候
補
だ
が
、
「
多
目

的
に
利
用
で
き
る
ア
リ
ー
ナ
施

設
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
・

検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

②
産
業
振
興
に
つ
い
て

③
公
共
施
設
に
お
け
る
県
と
市

の
役
割
分
担
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
政
策
に
つ
い
て

①
土
地
利
用
に
つ
い
て

②
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
に

つ
い
て

③
百
人
一
首
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

④
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
子
供
政
策
に
つ
い
て

①
子
供
の
体
力
に
つ
い
て

②
親
と
子
供
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て

③
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

◆
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

①
自
殺
予
防
に
つ
い
て

②
動
物
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
―
安
全
・
安
心
な
自
転
車
道

と
通
学
路
整
備
に
関
し
て
、
徳

次
郎
町
付
近
の
国
道
１
１
９
号

整
備
に
お
け
る
今
後
の
整
備
方

法
・
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

寺
内
建
設
部
長
　
ご
指
摘
の
区

間
に
つ
い
て
は
、
歩
道
幅
員
が

狭
小
で
あ
り
、
県
に
お
い
て
も

「
整
備
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
地
元
と
の
調
整
や
要
望

等
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
、

児
童
や
生
徒
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
、
自
転
車
道
と
通

学
路
も
含
め
た
道
路
整
備
を
県

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
期
財
政
計
画
と
景
気
雇
用

対
策
に
つ
い
て

②
地
域
通
貨
制
度
に
つ
い
て

③
雨
水
の
対
策
と
有
効
活
用
に

つ
い
て

◆
安
心
で
魅
力
あ
る
自
転
車
の

ま
ち
宇
都
宮
に
つ
い
て

・
魅
力
的
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
活
用
に
つ
い
て

◆
特
殊
建
築
物
の
定
期
報
告
制

度
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
②
不
登
校
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

③
授
業
数
の
増
加
と
学
校
週
５

日
制
に
つ
い
て

④
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

◆
学
校
欠
席
者
情
報
収
集
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

◆
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

◆
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

　
―
岡
本
駅
の
橋
上
化
に
つ
い

て
、
今
後
の
岡
本
駅
整
備
計
画

及
び
着
工
予
定
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
「
岡
本
駅
西
土
地

区
画
整
理
事
業
」
の
計
画
と
併

せ
て
、
岡
本
駅
の
橋
上
化
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
。
駅
舎
や
東

西
自
由
通
路
な
ど
、
早
け
れ
ば

25
年
度
か
ら
の
整
備
開
始
を
目

指
し
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
本
市
の
中
期
財
政
計
画
に
つ

い
て

◆
合
併
後
の
地
域
自
治
制
度
に

つ
い
て

①
執
行
方
法
、
補
助
金
等
に
つ

い
て

②
地
域
自
治
会
議
の
あ
り
方
に

つ
い
て

③
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
業
務

の
あ
り
方
と
整
備
に
つ
い
て

◆
岡
本
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

・
岡
本
駅
東
地
域
の
再
整
備
に

つ
い
て

◆
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

①
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て

②
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
先
取
り
整
備
に
つ
い
て

③
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
け
る
介
護
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

◆
公
共
施
設
の
利
用
料
金
の
減

免
措
置
に
つ
い
て

◆
河
内
地
域
の
資
源
の
活
用
に

つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
外
国
語
教
育
と
国
際
感
覚
育

成
の
施
策
に
つ
い
て

②
地
域
学
校
園
の
周
知
啓
発
に

つ
い
て



　自由民主党議員会では９月30日、宇都宮市をはじめとする

地方都市のまちづくりや都市計画などに取り組んでいる、宇

都宮大学教育学部教授の陣内雄次氏を講師に迎え、議員協議

会室で会派勉強会を開催しました。

　テーマは「まちなか居住と中心市街地活性化」。

　勉強会では、「街なかに住む魅力」、「活性化とは何か？」、

「宇都宮市として取り組むべきこと」の流れで講演を頂いた。

　西地区を対象に行った調査では、買物の利便性や賑わいな

どの魅力は低下しているものの、古くからのコミュニティは

なお息づいており、住民の多くは、地域の愛着や暮らしやす

さを実感している。

　シェアハウスの事例紹介や、若者による提案の公募とコン

ペ、クリエイティブな暮らしや事業を提案・実践できるプロ

デューサーの公募と支援などの提案がありました。

　街なかには共有できるスペースが豊かで、これは大きなメ

リットです。安い家賃で事業が出来るスペースの提供など、

若者の力で、人が賑わう楽しい街なか空間が創出できるよう、

自由民主党議員会でも引き続き調査研究を行い、積極的に市

政へ提言していきたいと考えています。

掲載致しました記事だけでなく、市民の皆様が

日頃感じている暮らしに関すること等のご意見

・ご要望・ご感想を、身近な議員にもお気軽に

お寄せ下さい。

　　　※名前の後の○数字は期数です。

　宇都宮市議会は、９月定例会で、平成22年度宇都宮市一般

会計補正予算などを可決しました。

　一般会計補正予算の規模は36億7,093万１千円。内容は、住

宅用太陽光発電システム設置費補助金の申請件数が当初見込

みを上回ったことに伴う地球温暖化対策費の追加、中小企業

事業資金貸付金の融資枠の拡大に伴う金融対策費の追加など

です。

　また、平成21年度宇都宮市一般会計などの各種会計の決算

を認定しました。

●宇都宮市農業委員会委員（議会推薦）

　　角田和之　　岡本芳明

　政府は、今年度より支給されている「子ども手当」（１

人当たり月額13,000円）の財源については、全額国庫負担

としていたにもかかわらず、地方と事業主の負担を存続さ

せることとなってしまった。

　来年度に向け、子ども手当の支給額については増額の方

向で、その財源は、地方及び事業主にも負担を求める方向

で検討されている。国と地方との信頼関係を損ねることと

なり、到底了承できるものではない。

　保育サービスや幼児教育の充実など子育てしやすい環境

の整備を推進するとともに、子ども手当の支給に当たって

は、財源を全額国庫負担とするよう強く要望する。

＝この意見書は、わが会派主導で提出しました。

議会関係人事


